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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　９月　１５日　(月)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　川守田　弘子　　　　記録者　月舘　幸子　　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 口腔ケア評価を各受け持ちスタッフは、明日までに担当スタッフまでに提出してください。

・13日より看護学生のアルバイトが準夜勤務に入ります。（似鳥Ｎｓ）

・人事考課の面接予定に一部変更があります。確認しておいて下さい。

· 医事室より～医事室の後方にあるボックスに関係のない書類が入っていることが多い

との事です。検査依頼書兼検査実施箋は黒いボックス、皮膚科実施箋や
SSTメンバー表は透明なボックスに入れてくださいとの事です。医事室

へ書類を下ろす際には、確認してからボックスに入れるようにしましょ

う。

· ２２日に雨天で延期していた防災訓練が実施予定です。

・名札の着用はきちんとするようにして下さい。又、制服が破れているスタッフはきちんと直しましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 市橋　ひで様～本日、御家族が来院しオムツ購入の承諾書にサインしていただいてい　　

ます。

· 晴山　長司様～便秘傾向ありシンラック液1本処方されています。排便状態の観察に

　　　　　　　　　努めましょう。

· 北山　和子様～本日、ハロマンス１Ａ筋注施行しています。（次回実施予定日10/13）

精神状態の観察に努めましょう。

· 向山　忠義様～現在、シンラックを1日置きに服用していただいていますが、1日置

きにしてから、排便の回数が減り、便秘傾向であることから、本日の

夕よりシンラック5滴を毎日服用の指示がありました。腹部の状態、

排便の状態を観察していきましょう。

＜週間予定＞

9/16（火）リネン交換

9/17 （水）皮膚科診察

　　　　　古川　徳一様　マーゲンチューブ交換

9/19（金）肥満プログラム

　　　　　プロセスレコードの研修

　　　　　村山　トシ様　介護認定調査1１時～

9/20（土）ふれあい秋祭り

　　　　　見付　喜久様　マーゲンチューブ交換

＜中間業務報告＞

⇒プログラム

（業務内容）

· 月間プログラム作成、見直し

· MN-S、N-ADL評価結果集計

· 個別プログラムの導入

· プログラム勉強会

（中間業務報告）

· 毎月の月間プログラムの作成は遅滞なく作成した。内容についてカンファレンスなどでの意見を取り入れるほか、Dグループのレクリエーション内容を対象者に合わせたものに変更した。

· 患者様のグループ分けが曖昧であり、MN－S、N－ADL評価を行った。その結果からグループの再編成を検討しプログラム実施予定としている。

· 個別プログラムの導入は対象となる患者様をカンファレンスなどで決定し実施しており、9月現在、個別プログラムを実施している患者様は認知が7名、身体が6名となっている。

· プログラム勉強会は8月のカンファレンスにおいて実施している。

（下期に向けての行動計画）

· MN－S、N－ADL評価により新たにグループ分けしてプログラムを展開していく。（10月から実施予定）また、それに伴い、記録書式（集団・個別）を検討していく。（11月までに案作成し、12月から試行・実用予定）

· 上半期は勉強会を１回しか実施できなかったため、下期では隔月１回を目標に計画していく。

⇒ＳＳＴ

（業務内容）

· 月ごとの課題を考え、ＳＳＴをスムーズに実施する。

· 毎月の用紙の準備と総括記載後の心理士、主治医への提出までの管理。

· メンバー表などのデーターの記録管理及び評価、検討

（中間業務報告）

・毎月、課題を決め実施する事が出来た。

・スタッフが記入する書式を作成し、スムーズに実施・記入するよう努めた。

・心理士への提出が遅くなったり、提出後の記載漏れがあり戻ってくる事があり早期対応が必要であった。

・転入した患者様の導入の検討などが遅くなってしまい、あやふやになってしまう事があった。

（下期に向けての行動計画）

· ウォ－ミングアップの課題集がない為、作成し、スムーズに課題に取り組める環境を提供していきたい。

· 転入した患者様の導入の検討を、早急に行い、カンファレンスなどの時間を利用しながら他のスタッフへも情報提供を行っていく。

· 書式、実施内容などの評価や見直し⇒グループ分け、実施時間についての検討。（現在ユニットでグループ編成し実施されている。その状態で良いか？等）

※勉強会、事例検討なども検討して行く。

＜青仁会祭りについて～各催しの参加対象を検討＞

· 1階Ａ・Ｂユニットの患者様

～出店の買い物代行⇒Ａユニットの横田　ケイ子様、

Ｂユニットの晴山　長司様、松田　信夫様

不参加　　　　　⇒Ｂユニットの見付　喜久様、古川　徳一様

演芸会のみ参加　⇒Ｂユニットの峰田　満男様

1対1で対応　　⇒Ｂユニットの荒屋敷　チエ様、細越　国雄様

　　　　　　　　　Ａユニットの佐々木　みね様

車椅子で移動　　⇒Ｂユニットの荒谷　正毅様、坂本　良雄様

· 出店の飲食物の買い物については糖尿病の患者様は考慮していく。

· くれぐれも離院に注意していく。

· 2階ＣＤユニットの患者様

～全出店の買い物代行⇒全員に飲料水を検討する。（状態をみて無理な方は買わない）

　　　　　　　　　　　希望で飲料水以外の食品の買い物代行をスタッフが行う。

～演芸会参加を見合わせる方⇒小山　正好様、田中　豊三様、久慈　脩様

　　　　　　　　　　　　　　大沢　とくゑ様、玉井　クニ子様

　　　　　　　　　　　　　　北山　和子様、慶長　節子様（体調により参加）

～車椅子で演芸会参加　　⇒向山　忠義様、上村　昭吾郎様

· 当日について

～午前中はＳＳＴを実施。昼食後の13:10からの演芸会に参加し、おやつの時間までには帰棟するようにする。患者様の人数分のお小遣い500円が入った封筒で買い物する為、トラブルのないようにくれぐれも注意して行く。







